
ディアボロＮｏ．１ １

撃退士の一人に目をつけたディアボロは、

学園の中に潜んでいるらしい。

学園で何をしているかはわからないが、居

場所を見つけて追い払えば二度と手出しは出

来ないだろう。

発見したワーウルフ型ディアボロは、なんと

授業に参加していた。

参加していたといっても形ばかり、丸で授業

する気もなく騒がしく机をかじったりしていて邪

魔にしかなっていない。

授業に出ていたほかの撃退士と今日浴して

追い払うことに成功した。

「馬鹿な、しかし俺はしょせん一番の小物」

ディアボロＮｏ．２ １

撃退士の一人に目をつけたディアボロは、

住居地区に潜んでいるらしい。

撃退士でない一般人に被害が出る前に居場

所を見つけて追い払えば二度と手出しは出来

ないだろう。

発見したワーウルフ型ディアボロは、マン

ションの空き部屋を見つけて勝手に風呂に

入っていた。

どうやら温泉が入ってくるのがお気に入り

だったようだが、迷惑千万極まりない。

油断しきったところに奇襲をかけると、敵は

体も拭かずに退散した。

「きっとお前達など他の連中が倒してくれる」

ディアボロＮｏ．３ １

撃退士の一人に目をつけたディアボロは、

商業地区にいるようだ。

商店が荒らされてはたまったもんじゃない。

その前に居場所を見つけて追い払えば二度と

手出しは出来ないだろう。

発見したワーウルフ型ディアボロは、どうや

ら見るからに金を持ってないことがわかるせ

いか商店街では誰にも相手にされず、かえっ

て悲哀を感じさせていた。

いずれにしろいつまでもここで留まられてい

ても困るのでご退散願おう。

「俺が去ってもこの島を我々のものにする野

望は終わらぬ」

ディアボロＮｏ．４ １

撃退士の一人に目をつけたディアボロは、

海岸地区にいるらしい。

船着場を破壊されたりする前に見つけて追

い払えば二度と手出しは出来ないだろう。

発見したワーウルフ型ディアボロは、何故か

海で泳いでいた。

犬かきのようだがどうにも不恰好で、見たと

ころ泳ぎの練習をしているようだ。

そんなことは自分の世界に戻ってやってい

ただきたい。

「大海原を俺のものにする夢はまだ終わらな

い、覚えてやがれ」



ディアボロＮｏ．５ １

撃退士の一人に目をつけたディアボロは、

森林地区に潜んでいるらしい。

意外と広い森の中だが、ディアボロの足跡を

たどるなどして居場所を見つけて追い払えば

二度と手出しは出来ないだろう。

発見したワーウルフ型ディアボロは、打ち棄

てられた廃屋の中に潜んでいた。

一般人の踏み入れない地域なのでずっとそ

こにいてくれるなら以外と害はないのだがすで

に撃退士に手を出してきている相手、放置し

ておいてもいいことはないのでとっとと帰って

もらおう。

「俺が最後の敵だと思わない方がいい」

敵の指揮官 ２

多少統制の取れていないところはあるもの

の、あんなディアボロだけで連係した作戦を

取ってくるのがはずがない、悪魔側のリー

ダー的存在がいるはずだ。

作戦を指示していたのは悪魔戦士と呼ばれ

るヴァニタスのようだ。

ディアボロたちだけで撃退士をどうにかでき

るとは思っておらず、何より自分が戦いたいた

め週末には決戦をするつもりでいる。

残ったディアボロも戦闘に参加することにな

る。ただし、この情報がオープンになっている

場合、自由に決戦を仕掛けることができ、１

ターン目は相手が先にプロットする。

ディアボロＮｏ．６ １

撃退士の一人に目をつけたディアボロは、ど

うやら常に動き回っておりとらえどころがない。

しかし行動パターンを読めば網を張ることも

出来るだろう。

発見したワーウルフ型ディアボロを見事追い

詰めることが出来た。

敵は動き回っていたせいで体力を消耗して

いるのかろくな抵抗もできずに降参する事を

選んだ。

こんなしおらしい悪魔ばかりなら世界はもっ

と平和だったかも知れない。

「こんな素直なのは俺だけだ、他の連中は違

うからな」


